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～現地活動拠点の
スムーズな立上げへの支援～

～

～物資確保、
後方支援拠点～

「ICTを活用した災害ボランティア情報収集・交換に関する研究会」

SNSを活用した情報収集
・交換の仕組みづくり
～情報ボランティアとの協働～

東日本大震災の教訓

ポイント１ ポイント２ ポイント３

SNSが情報ツールとして有効(教訓のひとつ）

実働的な災害ボランティア支援体制構築に向けた取組み方針「神奈川モデル」
＜平成26年3月策定＞
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1  ICT研究会とは

＜発足＞ 2014年7月

＜テーマ＞「神奈川県で災害発生時に、ICTをどう活用できるかを考える」

・ 今ある資源や仕組みを活用する

・ 災害ボランティア活動に必要な情報をきちんと収集する

・ ボランティアの方々が活動できる状況にする

＜活動＞毎月全体会を開催 その他逐次、検討会・勉強会など45回以上の会合

≪目標≫ICTを活用した、実践的な人のネットワークが繋がること
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1  ICT研究会とは

災害ボランティア(18名)、情報ボランティア(7名)、
大学・研究機関(7名)、IT関係企業など(9名)、
その他(消防職員など4名)

ICT研究会の構成

＜メンバー＞45名（2016年11月現在）

行政が企画してこのような研究会を持つ例は珍しいと、

県内外の災害・ICTのキーマンが多く参集
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2 ICT研究会の目指すイメージ（発足時）

地域情報提供者

情報共有
被災状況・ボランティアニーズ

（写真・位置等）

市町村
災害VC

災害対策
本部

県支援
センター 情報発信

VC：ボランティアセンター

災害ボランティア

5
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3  ICT研究会の取組み

(1) 情報共有のためのホームページ試作

(2) 災害VCとボランティアに必要な情報の整理

(3) Twitterを利用した情報受発信の実験
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(1) 情報共有のためのホームページ試作

1. 県域の防災情報リンク集

自治体のホームページ一覧

地域防災計画一覧

防災メール登録ページ一覧 などなど

2. 災害情報訓練・防災訓練の告知・報告

平時から防災視点での情報整理・共有
⇒防災レベルアップ

• 隣の市町の情報が知りたい！
• 災害は市境では区切られない
• 地元のレベルアップはまず他者に学ぶことから！

〈例１〉平時の県域防災情報一覧

http://ictkanagawa.jimdo.com/
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被災地域の立場で必要な情報を平時に準備する

掲載内容の検討

例：①情報を②地図にして活用

①避難所 トイレ 危険箇所等
（地理空間情報）の洗い出し

瀬谷区のトイレマップ
②○○町で必要なマップ作成

〈例2〉 災害VCサイト（発災時）

(1) 情報共有のためのホームページ試作
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〈例3 〉 支援する立場からの緊急情報共有

北関東豪雨水害(H27年9月)の

支援情報サイト作成

・災害VC情報

・ボランティア・物資

・現地状況

・刻々変化する情報を表示
・情報発信元へのリンク

(1) 情報共有のためのホームページ試作



11/3/2016 10

災害VCで必要になる情報を
検討、整理
⇒災害VCサイトに掲載

(2) 災害VCとボランティアに必要な情報の整理



11/3/201611

災害情報収集・交換の要件

オープンな情報共有
・被災状況
・ボランティアニーズ
（写真・位置等）

災害時に欲しい情報
時刻、写真
位置情報
状況説明

機器
PC スマホ タブレット
紙 電話 fax 無線機

ソフト
メール Twitter Facebook Line 各種災害用アプリ

ツールの要件
汎用
簡単
災害時でも使える
誰でもどこでも
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端末普及率

（出典）総務省「平成27年通信利用動向調査」
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/statistics05.html
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Twitterはどういうツールか 主なSNSの特徴
Twitter Facebook LINE メール

国内利用者 約3500万人 約2600万人 約5800万人 約8000万人以上

範囲 超開放的 不特定多数 中間的 知人 実社会での友人中心 個人的

虚実 匿名中心 実名中心 実名中心 実名中心

拡散力 高い 早い 興味の似ている同志 低い 低い

公開検索性 高い 低い 無し 無し

スマホ対応 簡単 早い 簡単 早い 簡単 早い 遅い 確実

用途 情報収集、発信
人と深く繋がる

現実の人間関係を補完
日常会話連絡を補完
メール電話代行

連絡 お知らせ的
(メルマガ)

制限 文字数140文字 文字数ほぼ無制限 1メッセージ500文字 無制限

画像 添付閲覧が簡単 添付閲覧が簡単 添付閲覧が簡単 一手間プラス

位置情報 自動添付可能 手動添付可能 自動添付可能 添付機能無し

その他 マスコミも多く採用

2016年9月
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多くの情報を短時間に収集するにはTwitter！

「ハロウィン」の2016年10/29～10/30の話題量：11,291,277ツイート

Twitterの利点

• 位置情報付のツイートからは

マップ化できる情報が得られる

⇒写真と内容で判別できる

• ハッシュタグ(#地震 #物資)で

検索しやすい

• 表(エクセル)やマップにまとめやすい
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ツイッターの活かし方

緊急時に広く情報を発信する

•東日本大震災 女川町から緊急救援情報 ⇒ 他地域から被害を認識

•佐久市の雪害 各自の周辺の積雪情報を共有 ⇒ 自衛隊の出動に繋がる

•常総市の水害 孤立情報 ⇒ ヘリコプターでの救援に繋がる

•熊本地震 安否確認 店舗開設情報 物資支給情報

⇒ 救援物資が届いた！ 支援が加速する！

日常的に災害情報を収集

• 電車運行状況（当事者からのリアルタイム情報 最速！）

• 地震情報
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熊本地震でのツイート例

普段からツイッターを使っている若い人が多く発信
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3 ICT研究会の取組み
(3)Twitterを利用した情報受発信の実験

集めたい情報
時刻、写真
位置情報
状況説明

ツールの要件
汎用 ◆簡単
災害時でも使える

Twitter

・ハッシュタグ(#××市災害)

・キーワードで検索

・リスト化・判別・マップ表示 時刻で整理

オープンな情報共有
・被災状況
・ボランティアニーズ
（写真・位置等）

情報発信

SNSを利用した災害情報収集・交換のイメージ



実験 日程 内容 成果 課題

No.1 ‘15年2月 Twitterを使って発信、

ハッシュタグで検索して
みよう

実験参加者20名
ツイート数203

このころDITSの存在を知る

ハッシュタグ指定めん
どう、間違えやすい位
置情報付け忘れ頻発

No.2 ‘15年7月 東海大学内田理准教授
のツール「DITS」のテスト

実験参加者65名
ツイート数330

DITSの使い勝手の確
認

No.3 ‘15年8月 ビッグレスキュー会場で
のデモ・広報

NHKで報道 一般への広報
実験参加者20名ツイート数111

雨天でカード配布によ
る広報は不調

No.4 ‘15年11月 被害想定、エリア分布を
決めて実験 分類実験

訓練シナリオ作成・分類ルール検討
実験参加者18名 ツイート数118

普及が重要

No.5 ‘16年8～9月
16日間

県域に広げて、広報、普
及を目的とした訓練

積極広報 チラシ配布
実験参加者68名+α ツイート数888

普及が重要
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Twitterを利用した実証実験

DITS：Disaster Information Tweeting System 内田研究室 https://www.facebook.com/uchida.lab

3 ICT研究会の取組み
(3)Twitterを利用した情報受発信の実験

https://www.facebook.com/uchida.lab
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4 Twitter利用の課題と改善

【発信の課題】

①ハッシュタグ入力めんどう

②ハッシュタグ入力間違えやすい、バラバラ

「#○○市災害」、「#○○市 #災害」

③位置情報付け忘れ頻発

【分析の課題】

④ツイートの量と質

多く集まるほど情報の質が上がる

DITSとの出会い 【改善！】

ハッシュタグ自動入力

位置情報自動入力

【検討！】

訓練シナリオ作成

訓練機会を増やす
実証実験



ツイッターメッセージ
として発信
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５ DITSの画面例

訓練 斜面が崩落してマンションのから室
内に土砂が入ってます。 泥出しが必要で
すが、道具がなくて困っています。

• 現在地住所

• ハッシュタグ 自動入力

• 位置情報

http://saigai.main.jp/

①地域マップ表示

②ツイートは
アイコン表示

③個別ツイートを拡大表示

入力箇所

http://saigai.main.jp/
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防災の日キャンペーン（Twitter de アクション！）

大和市防災訓練をスタートに、ビッグレスキューかなが
わ2016をゴールに、16日間のロングキャンペーン

企画意図

• DITSの知名度を上げて、「災害時にツイッターで情報を共有する」こと
を普及する

• DITS体験者を増やす

• 横浜などに偏っている利用者を横展開する

⇒ この先に、災害情報の解析や共有がある

DITSを使う意味
定型のハッシュタグ付いていることで ⇒ 検索しやすい
位置情報が付いていることで ⇒ 地図表示ができる
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防災の日キャンペーン（2016/8/27～2016/9/11）

結果概要
• 実施期間 平成28 年8月27 日(土)～平成28 年9月11 日(日)

• ツイート数 888 件

• 発信箇所 全国(海外含) 90 市区町村
うち、神奈川県内 32／61 市区町村

• 投稿者数(アカウント数) 約67 名(訓練用共通アカウントなどを含む)
うち、研究会メンバー 22 名

• キャンペーンPRに関するツイートのリツイート#トコラボDITS で抽出) 40 件

• 大和市における訓練(8月27日)でのツイート 119 件

• ビッグレスキュー出展の状況 展示ブース来訪者数 約８名(雨天)
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防災の日キャンペーン（2016/8/27～2016/9/11）

大和市防災訓練をスタートに、ビッグレスキューかながわ2016をゴールに、16日間のロングキャンペーン
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日別ツィート数

ツィート数

大和市防災訓練に出展

防災の日

かながわビッグレスキューに出展
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http://saigai.main.jp/Map

ping/bosai_campaign.php
防災の日キャンペーン
（2016/8/27～

2016/9/11）

http://saigai.main.jp/Mapping/bosai_campaign.php
http://saigai.main.jp/Mapping/bosai_campaign.php
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防災の日キャンペーン
（2016/8/27～9/11）
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防災の日キャンペーン
（2016/8/27～2016/9/11）

http://map03.ecom-plat.jp/map/map/?mid=3096&cid=27&gid=604&direct=true+&lon=139.4645767208889&lat=35.41847947864452&scale=216671.4578281311&r+esolution=76.43702827453613&zoom=11&show=c12831,c12830,c12621,c8162&hi+de=c12832,c12833,c12834,c12835,c12836,c12837,c12838,c12839,c12840,c128+41
http://map03.ecom-plat.jp/map/map/?mid=3096&cid=27&gid=604&direct=true+&lon=139.4645767208889&lat=35.41847947864452&scale=216671.4578281311&r+esolution=76.43702827453613&zoom=11&show=c12831,c12830,c12621,c8162&hi+de=c12832,c12833,c12834,c12835,c12836,c12837,c12838,c12839,c12840,c128+41


11/3/2016 33

防災の日キャンペーン（2016/8/27～2016/9/11）

市区町村毎に
ツイート数を棒グラフに

https://www.google.com/maps/d/u/1/viewer?mid=1uVeCJfJGeuSY-xU7q6g02oGfl1s
https://www.google.com/maps/d/u/1/viewer?mid=1uVeCJfJGeuSY-xU7q6g02oGfl1s
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防災の日キャンペーン（Twitter de アクション！）広報の仕掛け

紙チラシ配布

2512部配布

※真鶴町、南足柄市、

寒川町社会福祉協議

会、藤沢市市民活動

推進センターからは、イ

ベント会場での配布な

ど、御協力のお申し出を

いただいた。

周知先

• 県内市町村：災害ボランティアセン

ター所管所属、ボランタリー活動支援

所管所属、支援施設

• 県及び市町村社会福祉協議会

• 県内大学のポータルサイト掲載依頼、

大学ボランティアセンター

• 県内高等学校

• 県立施設、関係機関及び団体など

• 県のたより

• 記者発表(記事掲載なし)

ホームページ、SNS広報

• 情報ポータルサイト(ACTIVO、ボラン

ティアプラットフォーム、KANAPIOステー

ション、PLANET かながわ)

• 県、サポートセンター、NPO 協働推進

課などのホームページまたはフェイスブック

• 研究会のFacebookページ、イベント

会員がシェア

• Twitter

研究会アカウントでbot発信

個人で発信、リツイート

関係者以外でもリツイートは多数あり
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防災の日キャンペーン（Twitter de アクション！）から見えたこと

成果

• 趣旨への賛同者は多い
マップ化した情報の価値は理解されやすい

• 最終的に完成した地図を見て、位置情報の重要性を再認識するこ
とができた

• 定位置に位置情報、ハッシュタグがあることで、データを収集する側の
メリットは大きい 整理が短時間に楽にできる
様々な地図が比較的簡単に作成できる
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防災の日キャンペーン（Twitter de アクション！）から見えたこと

課題

•もっと幅広い層の研究会参加、実験協力を期待したが難しかった

•趣旨への賛同者は多いが、DITS 利用につなげることが困難だった
アンケート結果は別途配付資料を参照

発信の成果を見せ
ながらじっくり説明す

る必要がある

簡単な呼びかけでは
メリットが伝わりにくい
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防災の日キャンペーン（Twitter de アクション！）から見えたこと

これから じっくり説明が必要

DITS の使い方についての説明や質問への回答などが上手くできないケースが
あったことから、解説用のホームページを作成 ⇒
HTTP://DITS0.JIMDO.COM/

継続的に今回のような仕掛けをしていくことが、普及に役立つ

地域の防災訓練の場で、DITSの紹介や意図を説明する

市町や社協にも説明し、連携できる方法を探す

長期間イベントを行う場合は、メリハリの付け方に工夫が必要
例）ある瞬間に一斉にツイートしてもらう訓練にする

ツイートの内容をシンプルなものに決めてしまうなど

http://dits0.jimdo.com/
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防災の日キャンペーン（Twitter de アクション！）から見えたこと

これから じっくり説明が必要

DITS の使い方についての説明や質問への回答などが上手くできないケースが
あったことから、解説用のホームページを作成 ⇒
HTTP://DITS0.JIMDO.COM/

継続的に今回のような仕掛けをしていくことが、普及に役立つ

地域の防災訓練の場で、DITSの紹介や意図を説明する

市町や社協にも説明し、連携できる方法を探す

長期間イベントを行う場合は、メリハリの付け方に工夫が必要
例）ある瞬間に一斉にツイートしてもらう訓練にする

ツイートの内容をシンプルなものに決めてしまうなど

http://dits0.jimdo.com/


実現のためには

情報ボランティアの活躍が必要
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7 ICT研究会の目指すイメージ(現在)

オープンな情報共有
被災状況・ ボランティアニーズ

（写真・位置等）

市町村災害VC

災害対策本部

Twitter(DITS)で
有効な情報発信

情報ボランティア

災害ボランティア

地域情報提供者

情報ボランティア

情報ボランティア情報ボランティア

HP等で情報発信

県支援センター

情報ボランティアとは？

災害時に、情報の収集整
理発信をサポートする人
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今後の取組み

<1>災害時に情報発信者として協力する人を増やす

各地で広報・講習会をする 防災訓練に「情報で参加」を加えていく

地域の人々、特に若年層を巻き込む

発信のルールを同時に普及

<2>情報ボランティア(情報収集者)が活躍できるネットワークをつくる

情報ツールに詳しい人

地域の情報に詳しい人 で構成

災害情報発信・収集の
ネットワークづくり！

DITSを使った訓練・イベントを
県内各地で！
地道な訓練！

研究から実践へ
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情報ボランティアが活躍できるネットワークをつくる

かながわ災害情報連絡会
（通称 災害ICTかながわ）

本年2月25日設立

ICT研究会を引き継ぎ、これから本格稼働します。

神奈川県民センターや各地社会福祉協議会、
地域団体と広く連携していきます。

正会員18名（内研究会17名）
賛助会員2社3人（内研究会2名）


